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2一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

講演者紹介

豊崎 禎久
一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会 代表理事
欧米の半導体戦略マーケティング、米LSIロジック社で戦略マーケティ
ング、米ガートナー社のプリンシパル・アナリスト、米企業本社副社長
などを歴任。アーキテクトグランドデザイン株式会社ファウンダー兼チー
フアーキテクト。
慶応義塾大学大学院メディアデザイン研究科 元特別招聘教授。
スマートシティ＆スマートビル規格団体 独IP500アライアンス日本・
アジアパシフィック元代表。
一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会代表理事。

主な著書『日本版シリコンバレー創出に向けて 深圳から学ぶエコシ
ステム型イノベーション』他。
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3一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

長崎市と益田市までのヒストリー
プランAとプランBは同じ
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4一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

地政学の中での国家戦略としてスマートシティの必要性
【スマートシティが必要な市場背景】

アーキテクトグランドデザイン社「戦略マップ2006」から俯瞰した未来のIoT世界観を具現化
したものが益田スマートシティのプロジェクトです。

・日本はようやくモノ⇒コト、米国は「万物」のヒト・万物センシングのIoTにシフト中
・中国は人民管理のスマートシティーと新産業創出「一帯一路」構想の社会インフラとしてIoT・AI推進
・ドイツ インダストリアル4.0は日本と競合する産業潰しと中国市場を独占支配する戦略

スマートシティ

出所：AGD
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5一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会
出所： https://ourworldindata.org/

日本の地方創生スマートシティは？

益田スマートシティはRural

COVID-19以降の未来社会のあるべき姿は？
【スマートシティが必要な市場背景】

Rural vs. Urban

大都市型はRisk?
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6一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

2050年未来の世界は？

SDGsの解は、半導体・AI/ Algorithm
スマートシティで「生命活動全てを制御する」必要がある!!

出所： https://ourworldindata.org/

【スマートシティが必要な市場背景】

地球に存在する生命を持続可能
成長に出来る唯一のテクノロジー
が人類の英知を集結させたもの
がスマートシティです。
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7一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

CPS社会で人類の社会解題を解決しなければならない：SDGs
【スマートシティが必要な市場背景】

出所：The 2nd ASEAN-Japan Smart Cities Network High Level Meeting December 16,2020 豊崎講演資料より



SCI-JapanウェビナーシリーズB「コロナとの共存時代のスマートシティを考える」（自治体編）

8一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

日本のスマートシティ・モデルを新産業として新興国に輸出する
【スマートシティが必要な市場背景】

出所： 2017/03/31 第1回益田市セミナー「IoT産業で益田市を活性化」誰でもわかるIoT教育豊崎資料より
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9一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

国土交通省先行モデルは民間主導のスマートシティ・プロジェクト
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

出所：The 2nd ASEAN-Japan Smart Cities Network High Level Meeting December 16,2020 豊崎講演資料より
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10一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

MCSCCはスマートシティ・グローバル展開の前提組織
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

2009年8月25日-26日北京-東京戦略交流会2009
講演：「日系企業の競争力と今後の国際戦略（中国スマートシティの産業創出提唱）」豊崎 禎久
主催：北京市商務委員会 後援：日中経済協会、日中投資促進機構、三菱東京UFJ銀行、中国日本商会
2014年9月23日日中スマートシティ規格化についての北京会談
中国政府CAICT(中国信息通信研究院)
CTTL(China Telecommunication Technology Lab) 何桂立副院長
2014年11月6日独IP500Allianceとのスマートシティ・プロジェクトの国内キックオフ
※日独中アライアンスによるスマートシティ標準化を模索
2014年12月独IP500Allianceとして長崎県・長崎市・市内企業などにスマートシティ啓発活動開始
2016年2月独IP500Alliance-Japan活動停止
2016年4月日本シフトの準備開始
2016年10月28日益田市及び任意団体としてのIoT益田同盟®活動
2017年5月31日慶応義塾大学・AGD・オムロン「IoT PLANET HIGHWAY」発表
2018年2月1日IoT益田同盟®の解散式
2018年5月23日WSN-IoT AWARD 2018受賞(IoT益田同盟®として受賞※)
※ IoT PLANET HIGHWAY活用の簡易MEMS＆LPWA統合型水位計
2018年7月20日 日本初益田市スマート・ヘルスケア推進事業 キックオフ
2018年10月29日（一社）益田サイバースマートシティ創造協議会（MCSCC）法人設立
2018年11月7日MCSCC設立記者会見＠品川
2019年5月31日国土交通省 令和元年スマートシティモデル事業「先行モデルプロジェクト」採択
2020年現在令和1年、1年補正、2年の各プロジェクト進行中
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11一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

2015年ドイツIP500アライアンスはリサーチが目的
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

出所：日経 x TECH
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12一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

2017年AGD・Omron・慶応大の研究開発成果プレスリリース
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

出所：日本経済新聞社
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13一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

2014年オリジナル・プランA（長崎市）

出所：豊崎個人資料

【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】
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14一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

アーキテクトグランドデザイン社戦略とオリジナル・エコシステム

シェアリングとビック・データ流通時代が到来

SPC グランドデザイン上
組込んであった
グローバル戦略

2017年バックアップ・プランB（益田市）実行中
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

出所：AGD
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15一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

現代のデジタル松下村塾を萩の隣町の益田市に
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

松下村塾は、江戸時代末期に、長州萩城下の松本村に存在した私塾で吉田松陰は、「学は
人たる所以を学ぶなり。塾係くるに村名を以てす。」
この格言の現代語訳は、「学ぶのは知識を得るためでもなく、職を得るためでもなく、己を磨く
ため。お役に立つためでも、役目を果たすためでもなく、 世の中の為に己がすべきことを知るた
め。」と説きました。
アーキテクトグランドデザイン株式会社のだれでもわかるIoT教育セミナーは、平成時代末期に、
島根県益田市の市職員（島根県や地元企業、県外関係者も含む）アーキテクトが現代の
デジタル松陰として「非常識の中にこそ、解がある」とスマートシティのあるべき姿の未来戦略を
説いています。
* 2016/10/28 益田市スマートシティプロジェクト創出提案@島根県益田市(豊崎提案）
* 2017/03/31 第1回益田市セミナー「IoT産業で益田市を活性化」
* 2017/09/27 第2回益田市セミナー「IoTテストベッド開始(域内・域外企業連携)
* 2017/10/27 第3回益田市セミナー「地域社会とのIoTプロジェクト連携」
* 2017/12/21 第4回益田市セミナー「IoT産業による地方創生(経済・人口流動化→人口拡大）」
* 2018/02/02 第5回益田市セミナー「IoT産業で益田市のブランド化」
* 2018/05/16 第6回益田市セミナー「IoT産業で益田市を活性化」
* 2018/10/03 第7回益田市セミナー「IoT産業で益田市が世界で注目」
* 2019/02/13 第8回益田市セミナー「日本政府が益田市のスマートシティ益田市に注目」
* 2019/05/13 第9回益田市セミナー「益田スマートシティ構想レビュー」
* 2019/07/25 第10回益田市セミナー「国土交通省スマートシティ事業レビュー」
* 2019/12/20 第11回益田市セミナー「益田スマートシティプロジェクトレビュー&データ未来社会の価値」
*最終講義の第12回はコロナ影響で現在ペンディング中

「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。
故に、夢なき者に成功なし。」
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16一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

テクノロジーオリエンテッドから課題オリエンテッド抽出型のスマートシティ
【長崎と益田のスマートシティ創出ヒストリー】

【島根県益田市の現実】
人口46,309名(令和元年10月調べ)で毎年600名減(自然減は約400名)
平成30年7月末時点での各地域高齢化率は益田35.9%(185)、美都48.4%(20)、匹見59.7%(46)、平均36.9%(括弧内は内集落数
(自治会数))
【将来あるべき姿】
『市民・地域が躍動し、希望に輝く益田』
●福祉都市宣言「健やかで、やすらぎとふれあいのある社会」
●QoLを満足させたコンパクトシティ
●安心できる生活
●誇れる歴史・文化・食
●地域資源を生かした産業
●地域間の連携や交流
●豊かな自然環境
●１人ひとりが活躍
●市民との協働

【現状の課題】
●人口減少
・少子化
・若者の転出超過
●高齢化
●厳しい財政
●インフラ老朽化
●過疎化・市街地空洞化
【将来の課題】
●本格的な少子高齢化社会
→ 担い手不足の悪化
→ 税収減・社会保障費増
→ 公債の発行も限界？
●インフラ老朽化の進展と災害の大規模化・頻発化
●SGDsと連動する地球環境問題への対応
MCSCCの理念は、「テクノロジーありきでなく、課題オリエンテッドの議論」を優先しており、データ連携と流通を意識した個
別セグメントから全体最適にフィーカスし、公共主体から公民学連携の仕組みをMCSCCの組織で牽引して行きます

益田市役所や益田警察署、益田消防署、益田観光協会や地元NPO法人などから地域の課題を抽出し、地域の
優先順位と出口戦略となる新産業の未来を評価し、民間主導でソリューションを提案し、益田市にテクノロジーや地
域交流のエコシステムを実装しています。
●益田市内の水路水位計(2017/3/31 第1回IoT教育アンケートでの要望）
●匹見地区の降雪計(2017/9/27 第2回IoT教育アンケートでの要望）
●壮年期市民の高血圧対策(2017/9/27 第2回IoT教育アンケートでの要望）
●社会インフラ維持管理業務(2017/10/27 第3回IoT教育アンケートでの要望）
●高齢者の1人歩き(2018/2/2第5回IoT教育アンケートでの要望）
●観光資源の掘り起こしと地域イベント支援
(2019/2/12 第1回SmartCity Technologyフォーラム＠益田）NHK松江局取材・放映
※黒文字は既にプロジェクトイン

島根県益田市に、本社を置くMCSCC設立は、リアルな現場と市民との交流しながら、社会課題を探査し、そのテー
マを自治体側とMCSCCのワーキンググループ内で議論し、民間主導でプロジェクトを創出・運用する仕組み作りを進
めています。
島根県益田市は、2030-35年日本国の少子高齢化社会の未来を見ることが出来ます。
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17一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

Use case method - Process for “analysing gaps” in standardization

各レイヤー層とセグメントの
現場でのギャップ分析・評価

概念設計

2014年IP500アライアンスを通じドイツ政府に日本側が提案した
スマートシティ標準化アプローチ手法をドイツDKEが採用

国内
益田モデル

NEDO
SiP*

益田PJは
海外政府
とも連携

*「スマートシティ分野：アーキテク
チャ構築とその実証研究の指揮」

備考：
DKE（ドイツ電気技術委員会）

出所：DKE資料より
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18一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

データ流通仕組み作りの準備

デジタル庁平井大臣とスマートシティで連携した3社団

X

実フィールド
の実装課題を
フィードバック

X

実フィールド
の実装課題を
フィードバック

出所：MCSCC
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19一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

スマートシティはCPS社会実現手法
サイバー空間のビック・データ活用
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20一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

内閣府の国家戦略特区の理想的な仕組み

益田モデル

WG
（OEM層)

出典：Society 5.0実現加速（スマートシティ）タスクフォース合意2019.3.13

【スマートシティ具現化手法】
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21一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

スマートシティはサイバー空間とリアル空間のコンバージェンスで実現
【スマートシティ具現化手法】

出所：The 2nd ASEAN-Japan Smart Cities Network High Level Meeting December 16,2020 豊崎講演資料より



SCI-JapanウェビナーシリーズB「コロナとの共存時代のスマートシティを考える」（自治体編）

22一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

スマートシティは地球規模での都市間連携で実現すべき

出所：The 2nd ASEAN-Japan Smart Cities Network High Level Meeting December 16,2020 資料より

【スマートシティ具現化手法】
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23一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

MCSCCはグローバル連携戦略

Japan HQ
Masuda& Tokyo, Japan

EU China

India Thailand
※IEEE802.15.4kAfrica

※FIWARE

Indonesia

Myanmar
Bangladesh

GAFA

GAFA:グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン・ドット・コム
BATH:バイドゥ、アリババ、テンセント、ファーウェイ

BATH

出所：MCSCC

中国政府のCAICT(中国信息通信研究院)
CTTL(China Telecommunication Technology Lab)
何桂立副院長とのスマートシティ標準化会談

【スマートシティ具現化手法】
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24一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

Workshop of networking and corporation 
development between Indonesia and Japanese 
Public and Private Institutions （October 30, 2019) 

インドネシア国家開発企画省ワークショップ＠電通本社
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25一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

2019年国土交通省採択「先行モデルプロジェクト」公開資料

国土交通省発表 https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi07_hh_000154.html

【スマートシティ具現化手法】
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益田スマートシティ・プロジェクトの俯瞰図

出所：The 2nd ASEAN-Japan Smart Cities Network High Level Meeting December 16,2020 豊崎講演資料より

【スマートシティ具現化手法】
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益田スマートシティ・プロジェクトはHPで公開中
【スマートシティ具現化手法】

出所： https://masuda-cybersmartcity.jp/project/
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出所：2017年 5月12日 AGD

宇宙IoTプロジェクトの地上LPWA応用
益田市フィールド通信実験結果(山頂）

①

②③

④

⑤

⑥

＜ポイント⑤＞
場所 ：高山（萩
市）
距離 ：26.0Km
RSSI ：-131dBm
状態 ：安定

＜ポイント④＞
場所 ：飯浦漁港
距離 ：18.0Km
RSSI ：-113dBm
状態 ：安定

＜ポイント⑥＞
場所 ：SME
距離 ：11.0Km
RSSI ：-114dBm
状態 ：安定

＜ポイント③＞
場所 ：萩・石見空港
距離 ：9.0Km
RSSI ：-128dBm
状態 ：安定

＜ポイント②＞
場所 ：EAGA駐車
場
距離 ：5.5Km
RSSI ：-102dBm
状態 ：安定

＜ポイント①＞
場所 ：市役所
距離 ：5.0Km
RSSI ：-107dBm
状態 ：安定

⑦

⑧
⑨

＜ポイント⑦＞
場所 ：JR石見横田
駅
距離 ：11.0Km
RSSI ：-137dBm
状態 ：安定
＜ポイント⑧＞
場所 ：白岩公民館
距離 ：10.5Km
RSSI ：-134dBm
状態 ：安定

＜ポイント⑨＞
場所 ：澄川発電所
距離 ：10.0Km
RSSI ：--dBm
状態 ：通信不可

標高：
500m

標高：
300m

標高：
200m

標高：
460m

標高：
280m

*** 基地局 ***
比礼振山 山頂

＜ポイント⑩＞
場所 ：JR石見津田
駅
距離 ：6.0Km
RSSI ：-129dBm
状態 ：安定
＜ポイント⑪＞
場所 ：JA鎌手
距離 ：6.0Km
RSSI ：-131dBm
状態 ：安定

＜ポイント⑫＞
場所 ：美都コンビニ
距離 ：3.5Km
RSSI ：-129dBm
状態 ：安定

＜ポイント⑬＞
場所 ：松永牧場
距離 ：6.5Km
RSSI ：--dBm
状態 ：通信不可

＜ポイント⑭＞
場所 ：美都道の駅
距離 ：11.5Km
RSSI ：--dBm
状態 ：通信不可

＜ポイント⑮＞
場所 ：三隅漁港
距離 ：11.0Km
RSSI ：--dBm
状態 ：通信不可

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

追加調査
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⑨

◎
●

●

●

●
●

×

【考察】
・標高200m程度の山は乗り越える。
・青線エリアは通信可能
・今回の結果から、黄線エリアは通信可能と考えられる。
→ 但し、通信実験による確認が必要

・赤線エリアは、通信不不可能と推測され、FTTHの活用が必要。

■市街地での実力確認が必要であるが、比礼振山でホッピングし、市役所へデータ
送信することにより、広範囲の通信が可能。比礼振山のホッピング基地は、益田市防
災無線中継局の鉄塔にアンテナを設置？？

■赤線エリアについては、FTTHとの融合が必要エリアとなる。
比振山より西側については、FTTHとの融合が必要となる。

●

●

●

●

●

×

×

出所：2017年 5月12日 AGD

宇宙IoTプロジェクトの地上LPWA応用
益田市フィールド通信実験結果(考察）
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◎
中継器

①

②

③

④

⑤

⑥

基地局

益田市へのAGD・オムロン共同開発「簡易水位計」設置場所

出所：Google

開
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開
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【スマートシティ具現化手法】
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開

開

開

閉

通常は開

少開

開

5

4

３
6

２

１

益田市建設部下水課課長メッセージ

スマートフォン等があれば何時でもどこでも水位が
確認できる

増水状況を早い段階で把握でき、効果的な水門
操作を行うことが可能となった

豪雨時の巡回回数が減り、労務時間の短縮が図ら
れ、特に夜間では対応職員の安全確保につながっ
た

簡易水位計フェーズ1の実証結果
【スマートシティ具現化手法】
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ASEAN Smart Cities Network High Level Meeting 
in Yokohama（October 8, 2019)

WS1:Water Related Risk
ReductionYangon (Myanmar) 
Battambang (Cambodia) 
Bandar Seri Begawan (Brunei):
Kuching (Malaysia)
Japanese participanets;
MCSCC, Fujitsu Pacific Consulting

出所：NHK
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社会インフラ維持管理(スマート道路モニタリング)

2019.2－ 継続中

センサー取付け中の益田市パトロールカー

【スマートシティ具現化手法】

出所:MCSCC
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2019年６月13日経済産業 関芳弘副大臣の公式Facebook

出所:関芳弘Facebookより引用

【スマートシティ具現化手法】
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身の丈に合った状態計測を

日経コンストラクション 2020年8月24日号より目次引用
特集１ 維持 ・ 補修２０２０ 再挑戦のモニタリング
・維持管理の次の一手 モニタリング主導の時代へ
・長大橋で計測続く 膨大なデータに手が付けられず
・ＳＩＰの正念場 監視技術丸分かりの 「標準」 登場
・“１００年滑走路”その後 しきい値改め“過剰除湿”を抑制
・自治体への導入の鍵 身の丈に合った状態計測を
・リアルタイム計測をやめる 置くだけで橋の劣化度を知る
・モニタリングでインフラ選別 老朽橋の存廃を決める切り札に
・分析してこそ効果あり 劣化予測も知識伝承もデータが担う

出所https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ncr/18/00103/081900005/

【スマートシティ具現化手法】
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【スマートシティ具現化手法】

MCSCCは土木学会などアカデミアン世界にも検証結果を発表

出所:MCSCC桜井監事論文より引用

監事(Auditor）
土木技術桜井 宏 (耐震設計)
工学博士
桜コンティング合同会社 役員技術・政策研究所所長
国立大学法人 三重大学 社会連携特任教授
前衆議院議員
元大成建設株式会社 技術本部・土木本部設計部
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医療ヘルスケア
MaaS

自動運転
自治体IoTプラットフォーム(FIWARE等)

見守り(老人、乳児、学童)
防災(河川の水害)
防災(降雪、斜面)

工場
LPWAなど通信インフラ整備
介護(終末医療、認知症)

防災(地震)
スマートホーム

エネルギーマネジメント
教育

農業(ハウス栽培)
ドローン

街灯システム
農業(鳥獣)

水道
ライブエンターテイメント

スポーツ
宇宙
水産
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林業
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■スマートシティのどのセグメントにご興味が有りますか

出典:Architect Grand Designメソッド

AGDアンケートへの結果(2019/11/6第9回)
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赤は既にプロジェクトイン
ワーキンググループの活動中

要望あり



SCI-JapanウェビナーシリーズB「コロナとの共存時代のスマートシティを考える」（自治体編）

38一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

益田スマートシティ・プロジェクトのサマリー

益田市のビジョン

インフラ維持効率化のためIoT基幹システムを実装し、インフラ監視、
住民サービスの実装と継続化を担うSPC設立準備

雇用縮小、生産年齢人口減少、高齢化、インフラ劣化、財政難の課題先進地域を官民共同
の協議会により、経済資源や行政資源を先進技術を使い飛躍的に効率化し、暮らし向上、雇用
創出、人口拡大を実現し、縮小地域から持続可能で魅力的地域を創出。

モデル事業の取組み人が増えるまちつくり
・仕事つくり 経済活性化
・暮らしやすいまちつくり
・持続可能なまちつくり

IoT技術を活用した
・インフラ維持の効率化
市内水位、道路検査

・鳥獣被害監視
・健康管理（血圧測定）支援
・みまもり支援
・既存ITインフラを補完した観光振興
継続発展のための官民によるSPC準備
など

益田市の課題
・縮小していく人口と経済の縮小
・高齢化による健康問題や交通問題
・インフラ維持の行政負担増

何故、益田市だったのか？
2030-35年の未来世
界が、顕在化して
いるのが島根県益田市

職員への
教育を通
じた具体
課題抽出

【スマートシティ具現化手法】

都市間連携により、地方中小都市の新たな形を他都市にも展開。2030-35年の日本全体のソリューションを先取り。
さらに、国内や東南アジア・中国・アフリカを中心とする海外へのグローバル展開を推進する。
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ロゴの解説(長崎 崇福寺から学ぶ）

・ MCSCCのロゴマークの原点は長崎市に有る唐寺の崇福寺の「蝙
蝠」です。
・中国では、コウモリ（蝙蝠）の「蝠」の字は「福」と同様に「フウ」と発音するので、
非常におめでたいとされています。
五匹の蝙蝠を描いた物は「五福」と呼ばれ、「長寿、富、貴、康寧、子孫衆多」の
象徴とされています。
・通信の老舗Motorola社への敬意

全世界
スマートシティ
の羅針盤

出所：Wikipedia、福砂屋

Masuda市は聖地
蝙蝠 福
シンメトリックのM
マトリックスのＭ

人と企業が繋がりクラスタリングするIoT
形の異なる3種類の四角形を組み合わせ
「多様性と調和」



SCI-JapanウェビナーシリーズB「コロナとの共存時代のスマートシティを考える」（自治体編）

40一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

日ASEANスマートシティネットワークハイレベル会合(12/16)

出所: https://www.ascnjapan2020.jp/



SCI-JapanウェビナーシリーズB「コロナとの共存時代のスマートシティを考える」（自治体編）

41一般社団法人益田サイバースマートシティ創造協議会

本日はご清聴ありがとうございました

ホームページで活動の詳細をご覧下さい
https://masuda-cybersmartcity.jp/
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